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アオハダトンボアオハダトンボ

　アオハダトンボのオスは金緑色の胴体と、見る角
度によって、きれいな青緑色に光る翅

はね
を持つ美しい

トンボだ。翅
はね

を閉じてとまっていることが多いけれ
ど、時々翅

はね
を開閉して、美しい翅

はね
を見せて、仲間に

ここにいるよと教えている。ぼくは日本のトンボの
中で、もっとも美しいのでは思う。この色は構造色
と呼ばれる色で、青緑の色素があるのではなく、翅

はね

の微細な構造で光が干渉して見える色だ。形はイト
トンボに似ているがずっと大きく、体長は 60mm
ぐらいある。川の上をひらひらとゆっくり飛び、飛
び立っても近くに戻ってくる性質があるので、観察
しやすい。小諸では 6 月から 7 月頃にかけて、大
久保沢などの川の畔で見られる。東御市になるけれ
ど、大久保沢の下流にあたる御牧の湯の駐車場の横
の川はアクセスしやすい場所だ。少し遅い時期では
アオハダトンボの代わりにハグロトンボが見られる
が、こちらの翅

はね
は真っ黒なので区別がつく。アオハ

ダトンボはまわりの環境や水質にとても敏感なトン
ボで、アオハダトンボがいる場所は自然度が高いと
言われている。

日展 長野県在住作家展日展 長野県在住作家展

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

【７月１３日（木）まで開催】
　日展に出品された日本画、油彩画、彫刻、工芸美
術、書を含む大作が一堂に並ぶ空間は圧巻です。作
品と合わせて作家のコメントも添えられていますの
で、作者の意図するところや、制作の動機なども知
ることができます。
　白鳥映雪館では、白鳥映雪の未公開スケッチも展
示しています。これらのスケッチは、作品の元とな
る部分です。日展長野県在住作家展の展示作品と合
わせて、映雪館にもお立ち寄りいただき、作品の奥
深さをご堪能ください。

▶場　　所　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館
　　　　　　第１・第２展示室
▶観 覧 料　一般 500 円、小中学生 250 円
▶開館時間　9:00 ～ 17:00
▶６月の休館日　毎週月曜日
〇開館時間延長のお知らせ
　4/1 から開館時間が延長になりました。
　▶時間　9:00 ～ 17:00(12 月～ 3 月は 16:00 まで )
　　　　　金・土は 18:30 まで (4 月～ 11 月 )


